
現

代

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

学

部

の

廃

止

 

平

成

十

七

年

度

（

二

〇

〇

五

）

か

ら

、

豊

田

学

舎

に

お

い

て

は

定

員

充

足

問

題

が

懸

案

事

項

と

な

っ

て

お

り

、

募

集

回

復

の

た

め

に

豊

田

学

舎

活

性

化

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

チ

ー

ム

を

立

ち

上

げ

、
豊

田

学

舎

活

性

化

事

業

に

教

職

協

働

で

取

り

組

ん

だ

が

、

十

分

な

成

果

を

出

こ

と

が

で

き

な

か

っ

た

。

そ

こ

で

、

社

会

の

変

化

と

十

八

歳

人

口

の

減

少

に

よ

り

入

学

定

員

を

確

保

し

、

大

学

教

育

の

質

の

保

証

を

維

持

す

る

た

め

に

、

経

営

学

部

と

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

政

策

学

部

を

融

合

・

改

組

し

て

、

平

成

二

十

三

年

年

（

二

〇

一

一

）

に

現

代

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

学

部

（

入

学

定

員

二

〇

〇

名

）

を

開

設

し

た

。

 

新

学

部

で

は

、

基

礎

学

力

、

専

門

知

識

・

技

術

及

び

「

社

会

人

基

礎

力

」

を

統

合

的

に

身

に

つ

け

地

域

社

会

に

貢

献

す

る

人

材

育

成

を

目

指

し

、
「
特

別

奨

学

生

制

度

」
を

始

め

と

す

る

奨

学

生

制

度

、
企

業

向

け

社

会

人

基

礎

力

発

表

会

、

公

務

員

対

策

講

座

開

講

等

々

様

々

な

対

策

を

講

じ

た

。

 

し

か

な

が

ら

、

初

年

度

か

ら

定

員

確

保

で

き

ず

七

年

間

に

亘

り

、

入

学

者

は

一

九

一

名

、

一

八

一

名

、

一

五

三

名

、

一

二

九

名

、

一

〇

九

名

、

一

〇

九

名

、

一

三

一

名

と

定

員

割

れ

で

推

移

し

た

。

 

深

刻

な

「

二

〇

一

八

年

問

題

」

で

十

八

歳

人

口

の

減

少

に

よ

り

入

学

者

数

の

確

保

が

さ

ら

に

困

難

に

な

る

こ

と

は

明

白

で

あ

り

。

大

学

を

取

り

巻

く

厳

し

い

環

境

の

中

、

社

会

情

勢

の

変

化

を

踏

ま

え

て

検

討

し

た

結

果

、

平

成

二

十

九

年

（

二

〇

一

七

）

三

月

二

十

七

日

の

理

事

会

で

、

現

代

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

学

部

に

つ

い

て

、

将

来

に

亘

っ

て

教

育

研

究

を

継

続

す

る

こ

と

が

極

め

て

困

難

で

あ

る

と

判

断

し

、

平

成

三

十

一

年

度

（

二

〇

一

九

）

以

降

の

学

生

募

集

を

停

止

す

る

と

い

う

決

断

を

し

た

。

 

学

生

募

集

停

止

に

関

す

る

諸

手

続

き

に

つ

い

て

は

、
大

学

の

教

授

会

に

お

け

る

意

見

聴

取
・
審

議

を

行

い

、
そ

の

後

、

評

議

員

会

に

お

け

る

諮

問

、

理

事

会

に

お

い

て

最

終

審

議

を

し

て

学

生

募

集

停

止

に

必

要

な

学

内

手

続

き

を

取

っ

た

。 

そ

の

後

、

㊀

文

部

科

学

省

に

対

し

て

は

、

平

成

二

十

九

年

（

二

〇

一

七

）

四

月

二

十

五

日

付

け

に

て

学

生

募

集

停

止



に

関

す

る

文

書

を

郵

送

し

た

。

㊁

在

学

生

に

対

し

て

は

、

五

月

と

六

月

の

二

回

、

在

学

生

の

保

護

者

に

対

し

て

は

、

八

月

に

丁

寧

な

説

明

を

す

る

と

と

も

に

、

質

問

等

に

も

丁

寧

に

対

応

し

、

今

後

の

対

応

に

つ

い

て

、

平

成

三

十

年

度

（

二

〇

一

八

）

入

学

生

を

含

め

引

き

続

き

卒

業

ま

で

の

教

育

支

援

は

も

ち

ろ

ん

の

こ

と

学

生

生

活

支

援

や

就

職

・

進

路

支

援

に

お

い

て

も

万

全

の

体

制

で

対

応

し

て

い

く

こ

と

を

伝

え

理

解

を

得

た

。

㊂

卒

業

生

に

対

し

て

は

、

６

月

に

書

面

を

も

っ

て

対

応

し

た

。

㊃

教

育

後

援

会

構

成

員

(

学

生

保

証

人

)

に

対

し

て

は

、

五

月

に

教

育

後

援

会

役

員

会

、

総

会

で

説

明

し

た

。

㊄

系

列

校

（

安

城

学

園

高

等

学

校

・

岡

崎

城

西

高

等

学

校

）

に

対

し

て

は

、

五

月

の

職

員

会

議

に

て

両

校

長

か

ら

報

告

を

し

た

。
㊅

高

等

学

校

・
実

習

協

力

団

体
・

行

政
・

業

者

に

対

し

て

は

、
六

月

に

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

に

て

公

開

後

、

順

次

対

応

を

し

た

。

 

教

授

会

で

は

「

平

成

三

十

三

年

度

（

令

和

三

年

度

、

二

〇

二

一

）

に

全

員

卒

業

」

を

必

達

目

標

と

し

、

課

題

と

し

て

㊀

設

置

基

準

に

沿

う

教

員

数

の

維

持

、

㊁

単

位

取

得

支

援

の

た

め

の

効

率

の

良

い

カ

リ

キ

ュ

ラ

ム

編

成

、

㊂

学

修

意

欲

を

促

す

充

実

科

目

の

開

講

、

㊃

就

職

活

動

支

サ

ー

ビ

ス

の

充

実

等

を

設

定

し

教

職

協

働

で

課

題

解

決

に

取

り

組

ん

だ

。 

令

和

四

年

（

二

〇

二

二

）

三

月

十

六

日

の

卒

業

式

で

最

後

の

在

学

生

二

六

名

全

員

が

卒

業

を

し

、

十

一

年

に

亘

る

教

育

で

卒

業

生

八

一

八

名

を

輩

出

し

、

計

画

通

り

学

部

閉

鎖

を

果

た

し

た

。

 

 


